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文
牝
の
日
を
中
心
に
運
動
会
な
涯

そ
の
他
、

多
彩
な
行
事
を
お
こ
な
う

。
i
i
十
一
月
一
一
…
H
は
文
化
…

ω付
円
で
す
。
と
め
日
を
州
市
心
と
ハ
U

G
-
-
・
し
て
町
民
諦
服
務
会
、
総
合
同
世
防
絡
会
、
芸
然
然
、
俳
句
。

大
会
、
菊
花
祭
、
庭
球
大
会
を
次
の
よ
う
に
問
問
主
:
!
の

ま
す
。
み
江
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

i
iハい

第
五
悶
鮒
吋
凶
院
選
動
会

と
の
潔
議
会
は
殺
し
み
な
が

ら
鎚
絞
を
機
滋
し
、
あ
す
へ
の

総
数
か
を
盈
ち
上
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
み
な
さ
ん
が
然
綾

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
種
箆
舎

と
り
入
れ
て
あ
与
ま
す
。

v
g時
十
一
月
三
口
は
〈
相
関

口M
V

午
前
九
賦
吋
協
会
然
、
午
後

一
一
一
姥
閉
会
災
、
紛
の
と
き
は
十

一
月
十
問
問
日
に
お
と
な
い
ま
す

干
場
所
獄
絵
中
学
校
脱
税
駁

軍
参
加
資
世
間
糊
判
然
予
防
に
終

仲
代
す
る
入
、
ま
た
は
、
殺
様
子

昨
刊
の
事
場
部
…
燃
に
数
訪
問
す
る
入
。

常
務
φ

知
山
出
半
俊
市
同
日
以
げ
、
学
校

会
校
等
の
チ
i
ム
、
ま
た
は
、

会
議
域
別
チ
i
ム
と
し
ま
す
。

軍
入
災
レ

1
ス
ご
と
に
ロ
一
位

ま
で
、
お
よ
び
開
山
体
総
合
汚
絞

ま
で
o

v
m
以
裟
拙
槻
枕
抗
告
す
る
に
ふ
さ

た
し
い
制
服
装
を
す
る
ζ

と
。
ゲ

舎
、
ス
パ
イ
ク
な
ど
壱
淡
じ
ま

す
。
肉
体
競
拙
棋
は
テ
l
ム
名
を

あ
会
わ
す
欄
制
裁
を
つ
け
て
く
ど

き
い
。
軍
出
附
込
み
一
人
で
繍
人
の
怒

一
一
冊
四
日
問
、
開
閉
品
悼
の
怒
三
割
槻
泊
料
設

で
山
同
議
で
き
ま
す
。
拙
開
珍
切
り

す
回
パ
ス
十
日
、
申
込
み
場
所
持
同

教
病
問
委
員
会
ま
に
は
街
北
・
お

彼
女
滅
。
な
る
べ
く
町
内
会
、

都
築
会
、
事
務
部
閉
ご
と
に
取
り

ま
と
め
て
の
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
出
削
込
悦
W

に
は
揺
脇
田
料
、
郎
州
議

役
側
、
年
令
、
附
問
所
を
は
っ
き

ち
食
い
で
く
だ
さ
い
。

総
合
展
祭
会

wv
口
袴
十
…
月
一
一
十
…
門
刊
か

ら
ふ
十
…
一

egJ山。で。

V
場
夜
明
得
点
知
子
第
開
小
学
校

V
綴
関
脇
和
制
側
、
議
送
、
写
真
、

載
中
進
、
ね
家
生
徒
作
為
、
続
出
出

そ
の
総
務
求
、
手
掛
将
、
ヱ
察
、

彫
刻
軍
出
申
込
み
十
一
月
十
門
口
ま
で

に
悶
同
制
酬
を
教
帯
持
参
災
会
ま
た
は

次
の
と
ζ

ろ
へ
申
し
込
ん
明
、
く

.
に
さ
い
。
関
脇
陣
に
は
題
名
、
統

的
相
、
作
以
前
、
氏
名
ル
ゑ
い
て
く

宮
、
9

0

7
J
L
 

協純一幽
Han品
伊
藤
銃
口
数
〈
制
収
一
円
一

O
七
二
滋
遂
3
L財
務
録
係

〈
特
科
報
開
子
一
一
一
…
一
千
鳥
八
〉
写
爽

j
本
欄
附
浅
(
我
孫
子
二
匂
八
六
)

鵠中道
HA小
品
枠
制
服
漆
(
我
孫
子
一
一

一
一
一
滅
。
〉
児
議
泳
中
崎
町
作
品
H

悶
桐
明
白
紙
一
…
…
〈
務
孫
子
一
一
五
六

米
〉
箆
虫
明
可
制
間
本
立
抽
出
谷
金

次
的
時
〈
後
孫
子
一
一
五
人
。
〉

川
市
小
装
工
芸
等
リ
外
均
衡
子
〈
孜

孫
子
一
一
回
悶
問
問
一
)

軍
作
ぷ
搬
入
口
H

十
一
丸
一
一
十

円
悶
午
後
二
持
か
ら
午
後
五
時
ま

で。な
れ
口
、
第
ス
小
学
校
町
内
で
も

4
4

人

・

母

子

猫

祉

大

会

お

わ

る

麻
知
人
・
母
子
総
統
↓
人
余
は
九

月
十
双
日
午
納
期
十
時
か
お
綴
一

小
学
絞
と
お
後
小
学
綿
伐
の
一
一
会
…

場
で
、
約
一
千
人
の
老
人
と
鋒
r

子
家
庭
の
ふ
刀
が
怒
加
し
て
お
こ
〈

な
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
滋
長
、
議
長
、
脚
本
r

脳
闘
の
悦
簿
、
長
寿
ふ
や
敏
老
A
Z

の
酬
問
問
説
、
ハ
ソ
づ
い
て
政
的
、
飲

湘
削
滋
叫
館
、
品
間
後
な
ど
で
楽
し
み

午
後
ゅ
…
一
時
開
閉
会
し
ま
し
に
n

ハ
写
真
ヒ
江
市
役
小
学
校
掛
制
緩

で
の
寝
入
・
母
子
総
統
大
会
u

総
合
問
問
覧
会
と
附
じ
南
宮
市
引
で
日
賦

蕊
会
令
嗣
聞
き
ま
す
会
巾
叩
し
込
み

は
第
一
プ
小
学
的
拭
へ
。

島
郡
旬
大
会

曹
門
口
特
十
…
月
二
夜
午
後
六

時一。V
均
一
的
柑
閣
工
会
館
会
議
議

惜
制
緩
は
当
日
発
表
、
鵠
品
題
は

「
文
化
の
お
」
、
ハ
ガ
キ
に
一

人
…
一
一
句
以
内
、
後
続
、
氏
名
、

年
令
を
泌
入
し
て
、
布
問
友
会
館

内
期
間
山
山
ま
で
お
滋
り
く
a
に
さ
い

絡
め
坊
ち
は
十
月
以
十
七
認

め
消
印
あ
る
も
の
ま
で
山
村
効
と

し
え
す
。

芸

能

終

亨
日
時
十
一
月
十
関
付
与
後

一
時
か
ら
午
後
開
問
符
ま
で
。

軍
地
時
一
的
我
孫
子
総

γ小
学
校

時諦常

間民i護善治会でおこなう議関

制
間
人
の
郊

曹
欄
世
阿
肖
輔
舛
問
問
、
合
畑
問
、
器
官
間

合
索
、
そ
の
絡
。

wv
出
申
込
み
協
議
希
望
者
は
十

一
月
十
門
口
ま
で
に
数
嚇
丹
後
員
会

へ
銭
湯
務
総
を
附
関
詰
問
し
て
取
し

吋
叫
ん
守
く
だ
さ
い
e

曹
そ
の
仙
問
、
伴
奏
、
レ
コ
ー
ド

災
特
設
、
小
滋
悶
内
線
沿
出
場
表
明
、

押
し
開
問
緩
く
ザ
い
き
い
。

数
式
庭
球
大
会

亨
同
時
十
一
月
ト
問
問
日
午
神
間

九
時
か
与

V
坊
決
布
佐
・
中
学
校
給
料
庭

wv
参
加
資
綴
附
同
氏
逮
品
開
会
の

務
総
資
的
措
と
同
じ
。

亨
部
内
約
子
学
生
、
一
綾
田
向

子
、
女
子
、
国
間
女
総
合
、

V
山
中
吋
絡
み
氏
名
、
総
ん
官
、
仲
間

獄
、
勤
務
先
ま
た
は
学
絞
殺
を

総
入
し
て
、
十
一
月
十
日
ま
で

に
教
育
務
災
会
へ
申
し
込
ん
匂

く
ど
き
い
。

菊
骨
特
拙
附

帯
打
開
終
十
一
汚
…
刊
日
か
ら
五

日
ま
で

軍
機
所
我
孫
子
絞
譲
り
、
州
制

北
開
臥
溺
今
、

v
m込
み
淡
路
四
次
の
方
へ
取

し
込
ん
で
〈
犯
さ
い
。
緑
川
清

一
ニ
九
{
我
孫
子
四
段
七
ノ
閥
抗
封

殺
係
予
期
喝
の
友
会
〉
秋
元
出
即

(
叫
朝
木
…
九
六
一
二
日
目
湖
北
館
澗
礼

会
〉
規
務
な
ど
く
わ
し
い
ζ

と
は
お
の
い
み
へ
お
開
問
い
合
わ
せ

く
ピ
き
い
。

中
思
ま
れ
な
い
人
に
愛
の
手
を

赤

い

羽

線

共

同

募

と
と
し
も
、
み
ん
な
で
、
た

す
け
あ
い
」
脅
し
て
い
た
だ
く

ト
九
削
問
問
闘
の
赤
い
務
納
税
務
金
還

時
期
の
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

添
い
湘
制
捜
募
金
総
渦
即
時
休
、
窓

ま
れ
な
い
母
子
家
庭
、
子
ど
も

た
ち
、
身
よ
り
の
な
い
お
年
寄

れ
ソ
、
か
p
り
ど
の
不
合
判
的
々
人
な

ど
を
、
そ
の
泌
総
の
人
透
け
か
た

す
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

恵
ま
れ
な
い
人
達
を
校
会
に

代
わ
っ
て
お
紋
叫
附
し
て
い
る
災

関
の
校
会
梢
閉
校
一
事
業
岳
、
わ
た

く
し
た
ち
の
カ
で
、
ま
た
、
叫
科

会
議
燃
の
響
楽
で
あ
る
と
い
う

心
を
持
っ
て
と
協
力
し
て
い
た

ザ
い
き
た
い
の
で
す
。

耐
叶
僚
は
殺
孫
子
際
金
山
仲
持
明
、
約

五
十
八
万
m
m
m
w
募
金
が
然
ま
り

ま
し
に
。
と
と
し
の
怨
捕
時
額
は

六
十
滋
刃
向
ほ
ど
で
す
が
、
と

の
関
師
陣
組
閣
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
よ
く
綴
問
を
受
け
ま
す
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
ζ

と
な

の
で
す
。

寄
問
問
品
腐
れ
ぞ
取
h
ソ次
V
Nいけれは

ち
ば
同
開
担
問
額
は
い
ら
な
い
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
添
い
滋
綴
募

金
は
、
創
部
山
総
附
附
削
除
を
単
一
段
と
し

て
、
あ
与
か
じ
め
そ
の
地
域
の

穏
な
乱
制
緩
げ
い
も
と
づ
い
た
必
凝

村
税
制
筑
寺
げ
し
て
お
語
、
そ
れ
を

民
謡
開
時
間
と
し
て
募
議
漆
齢
制
を
お

ζ
な
う
計
百
闘
世
持
金
な
の
で
す
。

始
ま
る

同
問
機
婦
問
を
爽
殺
し
て
、
み
ん

な
で
よ
ち
よ
与
よ
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
争

毎

回

月

十

箆

は

焚
滋
安
全
叫
の
悶
H

付
時
間
月
十
口
問
は
が
〈
滋
安
全
の
日

で
す
。
炎
議
事
故
寺
な
く
そ
う

と
い
う
の
は
、
み
ん
な
の
綴
い

な
の
明
、
す
。

f
T
議
惜
敗
と
し
て
も

県
湾
総
「
る
み
で
交
官
鴎
安
全
加
盟

数
を
進
め
て
い
ま
す
5

み
ん
な
で
気
を
つ
け
合
っ
て

災
問
組
事
故
の
な
い
、
明
る
い
千

葉
関
航
者
つ
く
ち
ま
し
ょ
う
。

っそ務 れきをな議事条 i 仇 比 H

五言25ZZL:層;; 結核は早期の発見と治療
れ、て幾泣け綾子ヲ
にき表い長義治れ当な藤守 縫康診断iまdどもず受けましよう
で草案 2主総て iま考わで
もがの最長あなはなは緩 んれ人を畿で校療 と健二二霞わりち
絡でをちら健 It定関給。 iぎが除しま在、診に会長義臼臼ずこ題Iせ前
っき返し法まえ主主契れ錫条整 え正受いて}総学薮のい設会まかっ均し号
る議よ事事ずい愛妻ばの・予 りけたい約校 i主総ま断でらて予をたで
伝 lこうで。と控訴訟隊第務 まな他るにな、援すを総こ二十主主とお
主義よか審議 そをち畿七淡 せげのヌヲ受ど余儀。お主義十}せにお鈎1

約
〈
脳
間
併
問
〉
ど
か
ら
で
す
。
し

か
も
、
日
本
で
は
的
制
緩
獲
に
時
間

染
す
る
人
け
か
非
常
に
多
く
、
ま

た
発
病
す
る
人
も
か
必
り
多
い

か
ら
℃
す
。
結
祉
協
出
闘
に
問
時
染
し

438 

ま
し
ょ
う
ひ
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農
地
転
用
は
許
可
そ
受
け
て

多
く
な
っ
き
た
無
断
転
用

昭和必竿10111e発行一一一一(2 ) 

震
波
、
余
地
で
臨
時
地
を
宅
品
喝

な
ど
に
い
戦
燃
す
る
ζ

と
が
多
く

な
ち
ま
し
た
。
蹴
民
地
法
で
は
、

機
嶋
崎
吾
郎
軌
掃
出
し
て
建
築
な
ど
を

お
と
な
う
場
合
、
相
州
警
ま
た
は

幾
品
科
大
障
の
許
叩
叫
が
必
高
対
と
な

ち
ま
す
。

す
な
わ
ち
幾
滋
淡
然
開
開
条
と

五
条
に
は
、
蜘
隣
織
の
転
倒
開
制
制
緩

と
転
用
問
む
た
め
の
機
利
移
動
の

制
制
緩
に
つ
い
て
鋪
胸
中
止
し
て
あ
ち

ま
す
ea
と
と
ろ
が
、
臨
時
地
転
用
の
由
叩

繍
附
漆
脅
醜
職
業
委
員
会
に
提
山
闘
し

醜
制
緩
幾
険
会
の
審
議
が
終
わ
れ

ば
、
詩
情
吋
が
あ
っ
た
も
の
と
し

て
、
工
事
な
ど
に
務
手
す
る
万

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

許
可
警
が
交
付
き
れ
な
い
鵠
闘

に
、
一
・
ム
樹
事
な
ど
げ
い
務
手
す
る
と

と
は
滋
除
、
で
あ
る
と
同
時
に
あ

と
で
め
ん
ど
う
な
ζ

と
に
も
な

ち
ま
す
。

淡
柏
崎
綴
織
の
許
可
を
受
け
る

と
語
、
出
刷
物
調
し
て
か
ら
許
可
が

あ
る
ま
で
の
総
緩
が
短
か
く
な

り
ま
し
た
か
ら
、
M

紳
ず
終
消
吋
脅

受
け
て
か
ら
工
事
な
ど
に
幾
多

し
て
く
だ
さ
い
。

由
民
池
転
用
に
つ
い
て
、
わ
か

ら
な
い
ζ
と
は
終
幾
後
制
民
会
事

務
総
へ
お

hhpね
く
だ
さ
い
。

十
月
十
回
同
は

自

の

愛

幾

デ

i

十
月
十
日
は
悶
持
品
W

緩
畿
日
ア
i

で
す
。
最
近
、
小
術
学
後
に
再
開

の
わ
る
い
子
ど
も
が
ふ
え
て
間
関

係
議
奇
心
刷
出
き
ぜ
て
い
ま
す
。

そ
の
脳
相
関
闘
の
一
つ
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
は
テ
レ
ピ
で
す
が

チ
レ
ピ
は
遜
磁
の
タ
テ
の
幾
設

の
六
傍
か
ら
十
努
の
阿
陣
後
壱
お

い
て
見
る
ζ

と
、
ま
っ
く
ち
な

な
か
で
は
見
な
い
ζ
と
、
炎
臨
時

間
関
つ
づ
け
て
み
は
い
ζ

と
な
ど

ま
わ
き
の
殺
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

直
感
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
に
か
ぎ
ち
ず
、

か
川
封
、

2

明
、
戸
一

r

h
可一、

水

ψ

額

。。
e

¥

l

d

仏九

3
4
/

ぃ

μ一V

W
拶一

乾
操
機
の
使
用
に
注
意

?
r
h
レ
の
油
断
で
も
大
火
に

輔、制

最
近
、
農
家
で
は
労
協
織
力
不

足
と
不
問
視
な
叉
鉄
者
向
知
開
削
す
る

た
診
、
般
的
澗
給
制
糊
備
酬
が
た
い
へ

ん
緩
執
成
し
て
い
ま
す
。

ιの
乾

燥
機
は
、
そ
れ
ぞ
れ
構
造
、
燃

料
の
棚
機
側
澗
が
盟
関
な
柱
、
絞
扱
い

の
不
仲
間
灘
や
す
ζ
し
の
ゆ
だ
ん

か
ら
火
火
の
原
図
と
も
な
き
か

ね
ま
せ
ん
。

ζ
れ
か
ら
乾
燥
絡
を
絞
開
閉
す

る
乙
と
が
多
く
な
り
ま
ず
か
ら

次
の
よ
う
な
ζ
と
に
ゆ
民
怒
し
た

い
も
の
で
す
a

①
乾
燥
機
mw
潟
綴
は
整
渥
清
掃

し
て
、
燃
え
や
す
い
も
の
は
泣

く
に
お
か
な
い
。

ぴあ綴1な〈豊富主主1童書事便物認可}

あ
な
た
の
震
は

し
ご
か
れ
て

い
る〈

詩
的
没
後
デー〉

O
月
一

O
U
M

ふ

と
れ
ば
、
務
総
意
ん
が
と
関
銃

園
出
を
一
年
ほ
ど
織
に
な
く
し
、

そ
の
時
吋
mw
役
会
の
幾
慾
に
捌
怖
く

感
謝
紺
き
れ
い
、
一
附
縄
問
綿
密
む
か
え

る
に
あ
た
っ
て
、
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。
数
会
議
で
は
、
噛
跡

中
胤
に
そ
っ
た
出
世
減
方
法
品
、
検
討

し
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
た
い
へ
ん

闘
を
酷
使
し
て
い
る
よ
う
で
す

室
内
で
ζ
ま
か
な
総
務
者
す

る
と
き
の
脱
帽
い
燃
側
側
、
総
後
す

る
と
き
の
陥
い
閥
州
附
明
、
胸
犠
率
の

市
甲
で
ゆ
れ
な
が
生
児
る
本
、
わ

た
く
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
近

時関係願制帥附
簡
易
保
険
は
火
ぽ
十
世
品
線
十

時
三
日
、
小
門
M

・州制掛静官就

L
n

出
問
・
掛
照
金
者
特
徴
と
す
る
問
国
営

の
生
命
制
部
隊
と
し
て
誕
生
し
、

会
期
闘
の
臓
抑
制
慌
時
潤
で
そ
の
取
扱
い

春
闘
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
約
五

十
年
に
わ
た
ち
、
間
同
反
応
し
た

し
ま
れ
成
長
し
、
今
で
は
契
約

官
同
一
二
兆
六
一
ニ
七
九
脇
陣
問
問
、
後
約

件
数
師
同
一
五
五
万
件
に
滋
し
て

い
ま
す
。
と
の
判
間
約
絡
は
、
一

尋
問
同
の
附
間
稼
磁
波
の
規
抽
棋
に
匹

敵
し
、
品
汁
粉
凱
で
は
人
口
一

0
0

0
人
あ
た
ち
線
二
八
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ζ
の
畑
出
約
か
ち
生
ず
る
お
も

な
年
間
収
支
は
闘
私
立
一
十
九
匁

疫
に
お
い
て
、
保
険
料
絞
入
コ

一
二
三
時
国
丹
、
対
組
問
問
収
入
七
。

九
億
用
問
、
中
父
山
間
明
、
は
支
払
係
険

金
一
一
級
七
間
関
綴
m
問
、
支
払
間
同
当

金
一
一
日
米
六
伸
機
開
問
、
説
明
常
識
掛
民
間
七

一
一
附
問
問
と
な
っ
て
い
ま
す
e

差

し
引
き
州
問
一
一
一

O
回
協
同
月
は
議
官
品
金

に
欄
納
入
さ
れ
。
四
階
和
間
間
十
録
期
成

尚
一
吋
知
切
の
後
立
金
は
一
兆
一

一
主
銭
円
と
な
ち
ま
し
た
り

畿
の
回
舶
用
問
と
な
る
も
の
が
た
く

き
ん
あ
り
ま
す
。

と
の
月
の
終
わ
れ
ノ
に
は
談
議

選
間
同
も
始
ま
り
ま
す
が
、
よ
い

議
録
期
締
輯
問
者
h

甘
か
え
る
に
も
、

栄
氏
時
制
mw
漁
労
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
α

町
で
も
融
資
や
受
け
る

住

宅

・

学

校

建

設

な

ど

で

と
の
端
情
双
A
蹴
は
、
削
聞
協
概
念
や

相
関
当
金
者
背
広
弘
う
た
め
の
準
借
間

金
で
、
品
捕
方
公
共
側
同
体
や
各
種

爪
指
数
、
公
開
槻
な
ど
に
貸
し
出
さ

れ
、
仲
間
港
、
学
校
、
上
下
水
滋

滋
隊
、
擦
な
ど
の
建
設
、
機
軸
叫

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

金
者
年
時
限
住
所
移
動
に
は
揺
出

震

保

将

来

の

給

付

の

た

め

に

麗
被作関
係
淡
謝
民
間
繍
を
山
山
き
な
い
た

め
際
問
問
絡
会
mw
被
保
持
殺
者
で
あ

り
な
が
ら
、
実
際
げ
件
後
線
路
間
期
制

で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
人
た
ち

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
由
民
年
金
は
、
抽
附
の
公
的
関
年

金
の
よ
う
に
綴
織
滅
的
肌
で
後
保

険
者
mww
議
開
閉
を
お
ζ

な
う
の
で

な
く
、
油
紙
鯨
仲
激
務
一
人
一
入
を

そ
の
陥
鰐
仲
は
ず
る
俊
一
的
地
で
滋
用

し
ず
、
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
校

街
地
を
変
廃
し
た
場
合
に
は
内
獄

後
し
に
と
と
を
扇
終
な
い
と
中
期

附
町
村
で
は
、
住
所
棋
院
悩
脱
出
W

務
災

を
掛
階
認
で
き
な
い
た
め
、
機
会

愛

犬

託

予

防

詮

射

?

放
し
飼
い
も
し
な
い
よ
う
に

中
〈
は
昨
ん
ま
れ
っ
き
か
な
割
問
役

者
も
っ
て
お
り
、
飼
い
な
ち
さ

れ
た
犬
で
あ
っ
て
も
、
均
貯
の
品
加

時
駅
舎
闘
部
じ
た
と
き
は
人
に
か
み

つ
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ζ

う
し
た
後
答
者
策
特
仰
に
釣
「
に

は
、
師
同
い
ふ
土
の
じ
ゅ
う
h
A

ん
な

監
穏
と
一
制
限
mw
方
の
波
容
器
も
必

緩
市
、
あ
り
ま
す
to

制
柑
い
士
山
が
緩
緩
や
狂
犬
仲
間
zr

時
刻
仲
間
料
引
を
受
け
ず
に
、
法
し
相
関

い
す
る
ζ

と
は
た
い
へ
ん
総
倹

な
と
と
明
、
す
。
狂
犬
療
は
緩
液

中
の
出
刑
務
に
よ
っ
て
犬
や
人
ば

か
ち
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
織
物

に
う
っ
ち
ま
す
a

ζ
m
w
出
関
気
を
陪
関
ャ
た
め
、
春

秋
の
一
一
防
波
み
〈
櫛
開
予
時
間
仲
間
討
を

し
て
い
ま
す
。

秋
の
予
防
注
射
は
卓
哉
の
門
口
調
棋

に
よ
っ
て
お
ζ
怠
い
ま
す
。
磁

の
機
会
は
市
中
比
し
て
、
あ
ら
た

め
て
お
ζ
な
い
ま
す
。
材
料
品
紙
片
同

一
頭
に
つ
い
て
百
八
十
内
で
す

ム
ロ
は
若
年
長
窓
級
入
後
脳
陣
級
品
噛
る
人
の
奥
さ
ん
は
、
そ
の
締
龍
馬

，

の

災

さ

ん

が

径

と

な

り

ま

す

陪

者

年

金

約

肢

の

万

か

ら

、

強

制

変

…
入
し
て
い
る

ζ
れ
は
、
隣
燃
係
金
探
検
や
の
談
乙
そ
あ
れ
な

κが
し
mw
係

わ
に
く
し
は
、
二
八
才
終
淡
相
概
念
な
ど
の
被
保
険
者
や
隊
M

ぞ
っ
け
ら
れ
る

ιと
が
考
え

で
す
が
、
近
く
の
奥
さ
組
組
一
金
融
闘
の
樹
刊
さ
ん
、
厚
生
年
金
与
れ
ま
す
の
で
附
同
意
加
入
と
し

は
な
し
で
、
そ
の
奥
富
義
援
尚
一
梓
挨
や
共
済
総
合
た
わ
け
で
す
。

災
一
学
金
の
任
意
加
入
彼
?
笠
間
な
ど
か
ら
絡
A
窓
際
険
料
喜
一
漫
才
ま
で
は
月

【
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
議
給
付
を
う
け
て
い
高
、
三
五
才
か
ら
同
月
後
滋
十

五
き
ま
し
た
。
ど
う
い
:
鴻
谷
市
る
人
、
ま
た
は
そ
問
で
、
被
保
品
問
者
で
あ
る
あ
い

う
も
の
か
き
い
て
み
ま
し
た
が
器
恥
年
の
制
剛
山
怒
鳴
、
大
学
だ
、
六

O
才
に
な
る
ま
で
お
き

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
a
H
間
滋
綴
五
一
品
由
民
や
官
肉
州
艇
に
科
ね
っ
て
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
a

入
寂
日
体
険
者
と
は
ど
う
い
・
?
も

e

議
闘
い
る
人
が
、
制
畏
径
怒
編
入
品
制
は
、
い
つ
で
も

の
か
、
筏
総
加
入
被
保
険
者
に
説
話
線
品
臓
に
入
る
と
と
は
い
る
ζ
と
奪
取
し
似
て
、
援

な
る
と
、
ど
う
い
う
恩
典
が
あ
を
録
制
織
し
て
、
市
町
村
役
(
所
)
問
符
検
事
鳴
に
な
れ
る
と
隠
織
、
い

る
の
か
、
お
し
え
て
く
だ
さ
い
溺

κ取
し
出
向
れ
ば
日
出
民
年
金
の
つ
で
も
、
綴
分
の
希
望
す
る
と

ハ
終
U

径
務
総
入
被
保
険
者
は
級
制
部
跡
偶
者
と
な
る
制
約
府
民
で
す
。
部
に
や
め
る
と
と
も
で
き
ま

織
令
径
意
奴
入
と
幾
年
絞
殺
娘
附
部
俊
年
金
保
時
間
な
ど
の
、
輸
慨
す
。

内
入
に
わ
け
ち
れ
、
生
時
な
た
の
効
用
者
年
金
制
度
に
加
入
し
比
U
V

住
所
変
更
闘
が
な
さ
れ
な
い

と
右
の
合
綴
移
脚
闘
が
お
ζ
な
わ

れ
ず
、
務
官
抵
は
よ
っ
て
も
磁
露

け
か
れ
廿
ず
か
し
く
、
大
怒
分
が
不

様
変
と
し
て
絡
緩
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
と
の
よ
う
怠
雷
同
民
年
殺
の
ず
小

和
税
務
が
、
新
住
所
品
崎
明
、
会
鋭
な

ど
に
勤
務
し
、
厚
生
年
金
mw
滋

柑
体
験
者
と
な
っ
た
場
合
と
か
、

出
引
き
続
き
間
閥
均
年
金
の
被
保
険

者
で
あ
る
機
会
に
も
、
間
住
所

品
捕
に
お
け
る
綴
剛
院
年
金
の
波
保

険
者
棚
網
制
閥
、
間
体
臨
機
創
刊
時
制
付
済
期

間
附
と
新
住
所
品
捕
に
お
け
る
そ
れ

ら
と
が
継
総
し
な
く
、
将
来
、

滋
繁
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
級

品
村
が
不
利
益
に
な
る

ιと
ち
毒

ち
ま
す
。

に
よ
っ
て
は
将
来
の
給
付
託
支

隊
者
訟
に
す
お
そ
れ
も
み
与
ま

す。
線
開
坪
険
者
の
由
民
務
閥
関
係
組
組
側
綿

と
保
険
料
納
付
済
問
山
崎
織
と
は
、

夜
間
体
時
間
者
の
緩
仲
間
す
る
術
附
町
村

を
緩
市
関
し
て
、
叫
札
会
側
開
険
事
務

所
に
毅
仲
揺
さ
れ
件
、
附
閑
人
と
と
の

被
保
絞
殺
会
側
械
に
お
銭
し
、
将

来
の
級
品
刊
に
そ
な
え
て
い
ま
す

そ

ι明
、
径
一
的
変
更
開
掛
け
か
栓
A

袋

線
倹
議
務
所
に
山
凶
て
き
ま
す
と

被
保
険
者
台
組
問
を
泊
仲
間
協
同
抽
掛
か

ち
新
笠
原
地
を
出
商
戦
ず
る
仙
科
会

開
再
検
事
溺
所
へ
移
し
ま
す
。

狂犬病予防注射お努事提

10~寺∞分~14野寺3な分

10令。o~11. 0告

10‘品。 ~ll. 3H 

13.∞'""-'15.税}
10. 00 ~ 11. 30 

13. 00 ~15、 00

②
空
気
の
乾
燥
し
た
闘
、
般
の

再
調
い
門
ロ
等
は
脚
w
w
h
w
は
嫁
す
る
盛

③
石
油
糾
バ
ー
ナ
ー
方
約
の
場
合

は
、
抽
綿
哨
鴻
蝉
開
げ
い
燃
え
な
い
材
料

争
後
関
加
す
る
。
終
判
明
そ
う
は
転

倒
、
制
蜘
柑
齢
、
あ
る
い
は
帯
地
縮
地
の

u
y
i
ト
な
ど
に
よ
っ
て
別
引
火

し
な
い
よ
う
に
考
窓
す
る
。

m
w
出
世
渇
す
る
燃
料
の
掛
槻
紺
納
氏
よ

ち
捕
時
火
袋
、
水
、
砂
な
ど
必
ゑ
社
会
福
祉
へ
犠
隙

消

火

の

務

衡

を

す

る

。

日

深

腕

附

滋

さ

ん

t

③
絞
癒
す
る
と
註
は
、
必
ず
監
殺
孫
子
防
総
八
ノ
一
九
の
赤

視
事
官
者
つ
け
て
お
く
。
蹴
明
治
さ
ん
〈
間
関
口
一
〉
泳
、

ζ
の
ほ

@
も
し
火
災
け
か
発
塗
し
た
な
ら
ど
株
会
総
へ
技
会
総
径
の
た
め

に
だ
ち

κ、
湾
防
署
(
一
ァ
九
に
つ
か
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
ザ
威

嚇
骨
〉
へ
務
総
し
て
く
だ
さ
い
い
。
千
m
m
脅
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

自
勤
務
は
、
良
激
怒
婦
制
緩
緩
滋
動
車
番
号
を
メ
モ
し
て
い
く
総
率
と
し
て
議
緋
慨
す
る
ζ
と
と
紛
議
を
移
し
た
が
保
険
は
ど
う

後
繁
忙
間
保
険
の
契
約
脅
し
た
も
必
褒
が
あ
り
ま
す
。
な
号
、
名
義
の
変
隠
骨
契
約
し
な
る
か
a

の
で
な
い
と
遂
行
し
て
は
な
ら
契
続
出
U

簸
と
し
て
「
自
動
率
た
会
栓
で
す
る
ζ

と
げ
い
な
り
ま
寧
を
総
m
w
液
瞬
間
へ
務
総
ず
る

な
い
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
損
害
結
後
爽
径
然
時
関
紙
紛
謬
」
す
a

と
自
動
感
地
祉
制
麟
滋
品
q
，
か
後
わ
h
リ

ζ
の
酷
陣
臨
機
に
つ
い
て
の
知
識
は
が
炎
従
事
品
料
、
蹴
鴨
白
出
勤
率
の
場
①
市
中
春
樹
槌
術
帯
し
た
が
保
険
は
ど
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

ζ
れ
を

十
分
と
い
え
ま
営
ん
。

ζ

の
保

A

日
閣
は
傑
後
綴
慾
も
回
附
絡
に
交
付
う
な
る
か
。
契
約
し
た
係
険
会
役
に
遂
加
却
し

険

の

判

例

納

判

事

畿

で

絞

っ

て

ほ

し

幾

織

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ぞ

と

は

き

ょ

う

主

で

す

綿

織

傑

契

約

は

欝

単

げ

い

で

き

る

望

者

く

な

っ

た

の

で

き

の

肉

勤

講

を

四

月

っ

た

の

で

線

総

議

付

い

お

融

制

率

を

入

れ

た

虫

、

紛

の

毅
約
を
し
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
融
制
4
1

譲
渡
・
胸
部
擦
の
と
き
と
注
慾
然
防
棋
は
使
え
な
い
か
。

よ

い

か

。

点

尚

徳

開

閉

じ

寧

径

の

家

を

新

た

に

入

障
再
検
契
約
告
す
る
に
は
、
近
さ
れ
ま
す
a

発
寧
し
た
絡
ん
引
は
、
協
仲
険
契
れ
た
場
合
は
、
線
路
概
念
仏
札
兆
一
階

〈
mw
抽
揖
樹
百
回
体
時
間
会
役
ま
た
は
そ
@
自
動
率
を
轍
捕
時
賦
し
た
が
間
体
検
約
を
解
捻
す
る
ζ
と
が
で
き
ま
し
出
れ
ば
、
緩
し
い
骨
格
民
間
引
き

の
代
理
銭
に
行
け
ば
、
そ
の
場
契
約
は
ど
う
な
る
か
。
す
か
ら
、
国
間
縁
側
静
時
知
数
朝
時
務
求
つ
ャ

ιと
が
で
為
が
ま
ず
。
前
半
揖
担

で
契
約
が
で
き
ま
す
，
そ
の
務
自
動
感
者
綿
織
渡
し
て
露
件
後
の
惑
に
必
援
制
刷
機
を
議
い
て
、
獲
が
幾
な
る
と
き
は
線
路
間
契
約
を

府
込
人
の
関
紙
蹴
と
師
陣
酔
税
制
相
を
持
契
約
者
側
榊
脇
附
す
る
ζ

と
は
で
き
樹
ゅ
の
務
災
骨
材
紙
切
す
る
書
類
を
則
引
き
つ
?
と
と
は
で
き
ま
せ
ん

察
し
て
く
に
き
い
e

そ
の
ほ
か
ま
せ
ん
か
ら
、
保
険
つ
き
の
俊
樹
鰐
…
ぶ
し
て
綴
求
し
ま
す
。

一。気込株一

十
月
の
育
児
穏
談

十
月
の
育
児
桐
開
設
を
次
の
と

お
り
お
乙
な
い
ま
す
窃
線
側
関
は

い
ず
れ
の
会
場
と
a
b
十
時
吋
か
ら

十
五
時
吋
ま
で
で
す
。

十

汚

八

時

間

布

佐

支

所

十
月
十
滋
同
時
期
北
支
所

十
月
二
十
二
刊
誌
商
工
会
銀

燃
え
な
い
ゴ
ミ

な

ど

有

料

収

録

然
え
な
い
ゴ
ミ
〈
ガ
ラ
ス
君

臨
問
時
制
緩
な
ど
の
織
内
円
〉
を
創
刊
制
刊

で
絞
祭
し
て
い
ま
ず
か
ら
C
利

渇
く
だ
き
い
。
出
申
込
み
は
穏
話

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
係
協
問
調
綿
へ
。

収
鮒
燃
は
ニ
カ
廷
に
一
一
銭
く
与

い
の
剣
会
で
う
か
が
い
ま
す
。

清
掃
作
業
闘
機
募
祭

端
柄
拘
措
作
業
員
を
次
の
と
お
り

募
祭
し
て
い
ま
す
。
品
抑
制
概
す
る

方
は
緩
援
縁
組
持
参
の
う
え
総
務

課
職
員
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ

軍
務
終
人
隠
ス
名

曹
応
築
資
格
十
八
才
円
以
ぶ

糊
悶
十
才
米
樹
闘
の
男
子

w，
待
滋
給
与
そ
の
他
勤
務
A
W

条
品
作
な
ど
は
函
談
の
う
え
品
開
め

ま
す
。
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